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学際的な視点から人とメディアに関する研究に取り組んでいる
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■ 人間工学・視覚工学分野からのアプローチ

⇒ メディアの安全性や快適性、機能性を実現するために、ユーザビリティや生
理反応、心理反応を指標とした評価および調査

https://yumenavi.info/lecture.aspx?GNKCD=g011387#

■ 情報通信分野からのアプローチ

⇒ 映像メディアの制作・呈示に関する研究
開発や文化財などのデジタルアーカイブ

■ 教育分野での利用と応用

⇒ 学校や地域学習などの教育場面で、タブ
レット端末や3Dディスプレイを用いてメ
ディアの機能性を検討

文部科学省・デジタル教科書の今後の在り方等に関する検討会議

3https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/157/index.html
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日本人間工学会・子どものICT活用委員会

4
https://www.ergonomics.jp/committee/ict_school.html
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学校における主なICT機器

①実物投影装置（実物投影機）

②大型提示装置（電子黒板）

③学習者用コンピュータ（端末）

5
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https://www.google.co.jp/intl/ja_jp/chromebook/

端末を使う学習場面
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日本人間工学会・子どものICT活用委員会
https://www.ergonomics.jp/committee/ict_school.html
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GIGAスクール構想

7
https://www.mext.go.jp/a_menu/other/index_00001.htm
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GIGAスクール構想
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https://www.mext.go.jp/a_menu/other/index_00001.htm

GIGAスクール構想における端末
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https://www.mext.go.jp/a_menu/other/1421443_00002.htm

学習者用デジタル教科書の効果的な活用の在り方等に関するガイドライン（改訂版）

10https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/139/houkoku/1412207_00001.htm

2021年3月

東海大学・柴田隆史

学習者用デジタル教科書の効果的な活用の在り方等に関するガイドライン（改訂版）

11https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/139/houkoku/1412207_00001.htm

東海大学・柴田隆史

ICT機器の利用と健康面に関する情報

 「児童生徒の健康に留意してICTを活用するためのガイドブック」

（文部科学省, 2014）

12
https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail
/__icsFiles/afieldfile/2018/08/14/1408183_5.pdf

・タブレット端末の使用については、

“見やすさ”や“児童の姿勢”に言及

・画面への照明の映り込みを防止し見やす

くするために、タブレット端末の角度を

調節すると良いこと、など
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学習者用デジタル教科書の効果的な活用の在り方等に関するガイドライン（改訂版）

13https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/139/houkoku/1412207_00001.htm
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学習者用デジタル教科書の効果的な活用の在り方等に関するガイドライン（改訂版）

14https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/139/houkoku/1412207_00001.htm
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人間工学的配慮の必要性①：画面への映り込み

15

 教室の蛍光灯や窓からの太陽光による画面への映り込み

(グレア)が原因で、タブレット端末の画面が見づらくなる。

⇒・視認性が低下し、見たい部分が見えなくなる可能性

・見にくいことを回避するために姿勢が悪くなる可能性

東海大学・柴田隆史

映り込み（グレア）への対策

1. タブレット画面を傾ける（個人対応）

2. アンチグレアフィルムを貼る（ICT環境）

3. 照明にルーバーを取り付ける（教室環境）

16

蛍光灯の映り込みの違い
アンチグレアフィルム（左）とガラス面（右）

ルーバーを取り付けた蛍光灯
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端末を傾けることは最善策だろうか？

 傾けることで、視線が画面に直交する角度に近くなり、タ

ブレット端末の画面自体が見やすくなる（良い点）。

⇒ しかし、ユーザーに問題解決を委ねており、人間工学

的な解決策ではない。

筆箱などを下に挟むというのは、

映り込みを防ぐための“工夫”でしかない。

17
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児童がタブレット端末を傾けて使う理由は？

830人の児童に対する調査結果によると、

1. 画面を正面から見ることで文字や写真などを見やすくするため（338

回答）

2. 画面をタッチしやすくするため（290回答）

3. 蛍光灯などの映りこみをなくすため（176回答）

その他に、「画面に文字を書きやすくするため」「首が疲れないようにす

るため」「姿勢を良くするため」「となりの人やみんなに発表するため」

「先生にそう言われたから」「画面を明るくするため」「いつもゲームを

傾けてするから」などが挙げられた。

18
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（柴田・佐藤・堀田, 日本人間工学会誌, 2019）
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アンチグレア（AG）フィルムの効果
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 蛍光灯が映り込んだ状態における資料の見やすさに対して、

約84%の児童がAGフィルムを好んだ（n=123）。

（柴田ほか, 日本人間工学会第59回大会, 2018; Shibata et al., IEA, 2018）

【参考】見え方の違い。AGフィルム（左）とガラス面（右）

＊上記の研究では文章や図などがページに表示されていた。
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アンチグレア（AG）フィルムの効果
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 65名の学校教員を対象として、AGフィルムとガラス面の

“書きやすさと見やすさ”を比較した。

（Shibata et al., IDW, 2017）

アンチグレア（AG）フィルムの効果

21
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 約78%の教員が「授業で児童生徒に見せる」

のには、ガラス面が良いと回答した。

 文章の読みやすさには差がなかった。

（Shibata et al., IDW, 2017）
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AG film Glass

15% 14% 11% 6% 8% 26% 20%

1 2 3 4 5 6 7

AG film Glass

(1: very well to the AG film surface, 4: the same level, 7: very well to the glass surface)

(1: very well to the AG film surface, 4: the same level, 7: very well to the glass surface)

人間工学的配慮の必要性①：画面への映り込み

 教室の座席位置により、映り込む状況が異なる。

* 下図において、塗りつぶされた座席では蛍光灯が映り込む。

22（柴田ほか, 第一生命財団 研究助成報告書, 2018）
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ディスプレイを用いる教室の環境

 教室は、学習に適した明るい環境となるように指針が決められている

（学校環境衛生基準）。

 日本の学校は北半球にあるため、教室の窓は南向き。

⇒ 日が差し込みやすい状況

 普通教室には、遮光カーテンが取り付けられていないことが多い。

⇒ 晴れた日、特に「午後の時間」や「冬の時期」は、窓から太

陽光が差し込む。

 ルーバーが蛍光灯に付いていることはほとんどない。

23（柴田・佐藤・堀田, 日本人間工学会誌, 2019）

東海大学・柴田隆史

人間工学的配慮の必要性②：健康面への懸念

24

（文部科学省 児童生徒の健康面への影響等に関する配慮事項 学びのイノベーション実証研究報告書 p.277, 2014 より）
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人間工学的配慮の必要性②：健康面への懸念

25（柴田ほか, 日本人間工学会関東支部第41回大会, 2018）
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目が悪くなること（視力が低下すること）
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肩がこること

生徒（n=78）

全く心配ではない あまり心配ではない 少し心配である かなり心配である
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目が乾くこと（ドライアイ）

目が悪くなること（視力が低下すること）
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肩がこること

保護者（n=69）

全く心配ではない あまり心配ではない 少し心配である かなり心配である

 生徒（中学生）と保護者の健康面への懸念

東海大学・柴田隆史

人間工学的配慮の必要性②：健康面への懸念
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（2021年7月）

（学校保健統計調査より）

人間工学的配慮の必要性②：健康面への懸念

 小学校でのタブレット端末利用と身体的疲労

小学校でタブレット端末を1年以上使用した児童830名を対象として、

タブレット端末の使いやすさと児童の身体的側面への影響を調査

27

・3人に1人の児童が、眼や首、肩な

どに身体的疲労を感じていた。

・児童の約57％が、タブレット端末

の画面に蛍光灯が映りこんで見に

くいと感じていた。

肩：11%の児童から
肩の疲れの訴え

目：23%の児童から
視覚疲労の訴え 首：18%の児童から

首の疲れの訴え

手首：7%の児童から
手首の疲れの訴え

（柴田・佐藤・堀田, 日本人間工学会誌, 2019）
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人間工学的配慮の必要性②：健康面への懸念
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（柴田・佐藤・堀田, 日本人間工学会誌, 2019）

人間工学的配慮の必要性②：健康面への懸念

29（柴田・佐藤・堀田, 日本人間工学会誌, 2019）

・眼や首、肩の疲れは、4年生，5年生，6年生と学年が上がるにつれて訴え

率が高まる。
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児童生徒の視力低下に関わる状況

30https://www.mext.go.jp/b_menu/activity/detail/2021/20210428.html

（2021年4月28日）
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児童生徒の近視について

31
(Matsumura & Hirai, Survey of Ophthalmology,1999に基づき、図を改変)

近
視
の
割
合
（
％
）

年齢

小学生 中学生 高校生

1984年

1996年

 近視の発症は小学校低学年であり、割合は高学年で大幅に増加する。
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対策：授業における配慮
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 授業では、端末だけでなく大型提示装置や黒板などが複合的に使われる。

⇒ 児童生徒がそれらを見たり先生を見たりする行為が、遠くを見さ

せて目を休ませることにつながる。

（日本人間工学会 子どものICT活用委員会による図を改変）

数メートル先を見る

近くを見る
(30cm以上離す)
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対策：近視の予防

33

 日中に屋外で過ごす時間が長い子どもは、近視の有病率や発症率が低い

ことが報告されている。

⇒ 1日2時間以上の屋外活動が推奨される。日陰でも効果がある。

(Rose et al., American Academy of Ophthalmology, 2008)

近視のリスク

東海大学・柴田隆史

まとめ

 人間工学的配慮の必要性①：画面への映り込み

 人間工学的配慮の必要性②：健康面への懸念

⇒ 使用する環境や条件に依らず、児童生徒に負担をかけ

ずに快適に使えるディスプレイの開発が期待される。

また、今後ますます進む情報化社会を鑑み、子どもが

ディスプレイを使う機会や時間が増えることに配慮す

る必要がある。
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